
つながり学ぶ食農体験学習

伊那市立高遠中学校

平成２９年11月16日(木)

「暮らしのなかの食」実践発表会



４月2６日(水)

1学年







清掃不言









6月21日(水)



８月2３日(水)





高遠中学校応援隊
西村勇雄さん

ジャガイモの消毒をして
いただきました。



10月18日(水)お弁当の日







９月13日(水)



11月3日(金)1年生の畑



教室での座学が苦手なKさん。

花壇作業や畑仕事が大好きです。
学校から離れた畑の世話は、当番
であっても忘れてしまいがちです
が、Kさんはおかまいなしに毎日

足を運びます。そんな姿に触発さ
れ、ダイコンの作業の時には、率
先して働く生徒の姿が増えました。



５月1日(月)

２学年



５月31日(水)



６月14日(水)



３学年

６月2日(金)



６月19日(月)



9月9日(土)



10月4日(水)

小豆の収穫
と抜き取り



10月25日(水)





「観桜期活動をデザインしよう」→「石工饅頭」の誕生











自分のアイデアが、オリジナル
焼き印を押した「石工饅頭」とな
り、観桜期活動で販売して売り上
げを伸ばすことができたＴさん。

テレビでも取り上げられ、多く
の人に喜んでいただき、自信につ
ながりました。

今行われている生徒会選挙の教
室訪問では、「ぼくたちは卒業し
ますが、１，２年生に石工饅頭の
販売をぜひ続けていってほしい」
と訴えていました。



やますそ1組



「草取りって、一番嫌な作業だけ
ど、一番大事な仕事だと思うから
がんばってやった。」

「たいへんで面倒くさいけど、そ
ういう苦労があって食物が作られ、
食べることができるんだなあ、と
いうことを知った。」

「かわいい」「やったぜ！」。出
てきた芽に感激、成長も喜びに。

昨年の経験を生かし、今年は面
倒なことも根気強く取り組む一歩
成長した姿が見られました。生徒
が自分で感じた経験の積み重ねの
大きさを感じました。



成果と課題
• 教育目標の一つ、「花作
相見」との関連をどう図
るか。

• 総合的な学習の時間に取
り組んでいるが、生徒の
生活に結びついた毎日の
活動にはなっていない。

• 新しい教育課程を編成す
る中で、学校の特色に関
わって教科横断的に「暮
らしのなかの食」を位置
づけていきたい。

• 学年ごとの畑がはっきりし
て種まきから収穫までの一
連の活動が軌道に乗った。

• 作物の栽培から、人とのつ
ながりや学びのつながりが
生まれた。

• 農業体験から地域とのつな
がりの中で、美術や総合的
な学習など教科横断的な学
びに発展している。

• KさんやTさんのように、自
己肯定感を高め、生き方を
高める生徒が確実に存在す
る。



平成29年度 伊那市食育川柳 入選

食べること
人と人とを

つなぐこと

高遠中学校 2年2組 樋口晴斗


